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農大祭２０２０を開催

12月５日(土)午前９時から正午まで、「未

来へ継げよう農業の道～雨ニモ負ケズ 風

ニモ負ケズ～」をテーマに「農大祭２０２０」

を開催しました。

［会場風景］

今年始めからの新型コロナウイルスの流

行で、愛知県からはイベント等の開催要件

も示される中、開催できるか、どう開催す

るかなどを農大祭実行委員会等で何度も真

剣に議論してきました。

その結果、食品バザー等の飲食を伴う催

事は、実施できませんでしたが、農産物の

販売を中心に開催することができました。

［専攻販売（鉢物・緑花木）］

当日は、岡崎のアメダス（本校内に設置）

の正午の気温が14.5℃と、12月とは思えな

い穏やかな日となり、午前８時15分の受付

開始とともに、お目当てのブースや整理券

を求めて来場される方がお見えになり、例

年より少なめですが、約1,000名の方に来

場いただきました。

学生が丹精込めて育てた各専攻の農畜産

物の直売ブースは毎年大変好評です。今年

も体育館は鉢物・緑花木専攻のシクラメン

やポインセチア等で埋め尽くされました。

テントブースでも、養豚・養鶏専攻の卵

や露地野菜専攻のハクサイ、キャベツ、作

物専攻の米等を買い求める姿が見られ、ソ

ーシャルディスタンスの確保に努めながら

販売を行いました。また、例年にはないわ

ら細工やリースなど農大生手作りの商品も

並びました。

［専攻販売（露地野菜）］

［専攻販売（わら細工）］

後援会のブースでは、学生の保護者が収

穫した野菜や花、果物、豚肉などを、隣の

ブースでは、協賛団体提供のお菓子やしい
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たけ、牛乳、リンゴ、うずらの卵、大葉な

どを後援会の皆様の協力を得て好評のうち

に販売を行いました。

９時30分と11時の２回実施した農大キャ

ンパスツアーには、合わせて51名の参加者

があり普段は見ていただけない圃場やトラ

クター等を見学して、農業や農大への理解

を深めていただくことができたのではない

でしょうか。

［キャンパスツアー］

例年好評をいただいている茶道部による

農大茶席は、コロナ対策のため開催できま

せんでしたが、茶道具の展示や和菓子を販

売して、愛知の伝統文化である茶道の魅力

を伝える企画を行いました。

［茶道部展示］

協賛団体・企業等の出店ブースには、コ

ロナ禍の中５団体の出展をいただき、お茶

やトマトケチャップ、ジャム、はちみつの

販売や古い発動機やみあい特別支援学校の

生徒さんの作品展示をしていただきまし

た。

例年に比べると時間も短く、ブースも少

なかったですが、来場者の皆さんの笑顔あ

ふれる農大祭となり、成功裏に終わること

ができました。

来賓、協賛団体、出展団体、来場者等、

皆様には農大祭への御協力に感謝をいたし

ております。来年はコロナの影響がなくな

り、例年の農大祭が開催できることを願っ

ています。

（学務科 伊藤 正美）

本年度の入学試験を振り返って

12月18日(金)、一般入学一次試験の合格

発表を行い、32名が合格しました。推薦入

学試験の合格者52名と合わせ、84名の合格

となりました。（男性61名、女性23名）

合格者の内訳は県内農業高校が56名、普

通科（17名）、工業科（４名）、商業科（２

名）、その他・県外農業高校生等（５名）

を含めた28名です。専業・兼業農家子弟の

割合は31.1％（昨年26％）です。

入学試験を振り返ると、受験者数（96名）

が昨年度（140名）の受験者数から大きく

減少しました。コロナ禍で高校生の進路選

択に大きな影響を及ぼしたと推察されます

が、来年度に向けて分析と対策に努めてい

きたいと思います。

オープンキャンパスや、農大の実習が体

験できる緑の学園研修は、新型コロナウイ

ルスへの対策を講じながら、開催すること

ができました。今年度本校に合格した受験

生の88％がオープンキャンパス等に参加し

ています。より多くの受験生に農大の魅力

は勿論のこと、何が学べ、何ができるよう

になるかそしてどんな進路が実現できるか

ＰＲしていきたいと思います。来年度もオ

ープンキャンパス等を実施しますので、本



校に興味のある方は是非参加していただき

たいと思います。施設設備の見学だけでな

く、農大で学ぶいきいきとした学生の姿を

見てほしいと思います。

なお、本年度は、「園芸農産課程 鉢物

・緑花木専攻、切花専攻」、「畜産課程 養

豚・養鶏専攻」で一般入学二次試験を実施

します。詳しくは、本校ホームページを御

覧ください。

（学務科 近藤 靖之）

「意見発表会」を開催しました

令和２年度意見発表会を、11月19日(木)

午後１時から開催しました。今年度は「３

密状態回避」のため、中央教育棟大講義室

に１年生、和耕寮食堂に２年生を集め、２

会場間をリモートで繋ぎました。各専攻か

ら１名ずつ選抜された１年生８名が、全学

生や職員の前で、農大における実践学習、

我が家の農業経営や生活、地域の農村環境、

就農などについて、自らの学生生活を通じ

て日頃考えていることや思い等について意

見を発表しました。

いずれの発表者も、発表内容はもちろん

のこと、発表時間や発表態度等においても

専攻職員から指導を受けて、練習を重ねて

きました。当日はその成果を十分発揮して、

農畜産業に対する思いや後継者としての心

構え、今後の農業のあるべき姿、将来設計

等を熱意を持って語り、印象深い発表内容

となりました。

［８名の発表者］

校長を委員長とした４名の審査委員によ

る厳正な審査の結果、最優秀賞は「豚への

愛とともにとんかつを食べる」を発表した

養豚・養鶏専攻の中村彩乃さん、優秀賞は

「二代目としての覚悟」を発表した作物専

攻の清水陽大君、「未来の私」を発表した

切花専攻の鈴木結子さんがそれぞれ受賞

し、校長から賞状ならびに副賞（後援会支

援）を授与されました。

［喜びの受賞者と校長］

（左から清水君、校長、中村さん、鈴木さん）

最優秀賞の中村さんは、奈良県主催の「東

海・近畿ブロック農業大学校意見発表会

（令和３年１月14日）」に本校代表として

リモートで参加しますが、さらにその先の

全国大会（２月にリモートで開催予定）へ

の出場も目指します。

（農学科 野田 輝夫）

農業法人の専務から

就活へ向けたアドバイス

農学科１年生を対象とした第３回進路セ

ミナーを、12月９日(水)に開催しました。

今回は、卒業生が多数就職している大口

町にある服部農園有限会社で、社員の採用

や育成を担当されている服部都史子専務を

講師にお迎えして、社員育成へ向けた思い

や就職活動のアドバイスについて講義をし

ていただきました。

最初に大口町の水田面積は約300haで、

その３分の１の100haを服部農園が受託し
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ていることや、正社員９名のうち農大の卒

業生が４名活躍していることを紹介されま

した。

自身については、農家の次女として生ま

れ、初めは就農など全然考えていなかった

が、父が倒れたことがきっかけで就農する

ことになったこと等をお話しになりまし

た。

また、服部農園を設立した時の話として、

「こんな私に人がついてくるのか」と思っ

たこと、「最初は辞めていく若い人たちが

悪いと思っていたが、そのうちに自分が変

わらなければいけないと思うようになっ

た」という考え方の変化、「自分も成長し

たいし社員にも成長してもらいたいと思っ

ている」という熱い想いを語られました。

［講師の服部専務と真剣に聴講する学生］

講義の中程では、これからの就職活動へ

向けて、「どんな職場で働きたいか」を紙

に書かせ、書いた条件や職種を「理念」「人

間関係」「待遇・評価」「物理的理由」に分

類して、何を重点に職業選択しているかを

考えさせるワークショップも行っていただ

きました。

最後に服部専務は、「10年後100年後にこ

の水田風景を残していくためには、次世代

の農業経営者を育成していくことが必要」

と講義を結ばれました。

学生たちが、これから始まる就職活動や

卒業後に自ら設定した目標を達成できるよ

う、服部専務からのアドバイスが活かされ

ることを期待したいと思います。

（農学科 横井 信之）

指導職員向け研修を開催

指導職員の指導能力向上を図るため農学

科の教職員を対象に研修会を開催しまし

た。

11月27日(金)は、農学科施設野菜専攻の

榎本主任が、専攻内でのプロジェクト指導

や就職活動の支援など実際の指導の流れや

ポイントなど事例を踏まえて発表しまし

た。発表の後、各職員から学生指導にあた

ってそれぞれ課題や指導の工夫など話し合

いが行われました。

12月10日(木)は、農林水産省の事業によ

る指導力現地強化研修を本校で行いまし

た。「学生のモチベーション・やる気を伸

ばす指導法」として講師に株式会社 Camp
anulaの権堂千栄実先生をお招きしました。
講師から現代の若者の特徴や、学習の目的

などを認識する４つの段階、その段階に応

じたカウンセリングやコーチングなどの指

導法について説明がありました。当日はグ

ループごとに話し合ったり、エコグラムを

使って性格診断を行うなど楽しい内容で、

出席者から今後、学生指導に役立てたいと

の感想が多くありました。

[指導力現地強化研修の様子]

今後もこのような研修を通じて学生指導

をより効果的に行っていきたいと思いま

す。

（教育部長 鷹羽 靖夫）
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校 外 学 習

柑橘・柿の栽培技術を学ぶ（果樹専攻）

11月30日(月)、果樹専攻２年生14名が蒲

郡市神ノ郷の農業総合試験場園芸研究部常

緑果樹グループおよび豊橋市石巻地区の柿

桃複合経営農家への校外学習を行いまし

た。

農大には柑橘類がハウスの宮川早生（温

州）と露地の柚しかなく、学生はほ場見学

や研究員からの説明、試食に目を輝かせて

いました。特に試食に出された「夕焼け姫

(愛知柑橘１号)」「みはや」へは食いつき

が良く、柑橘栽培のおもしろさと奥深さを

満喫したようです。帰り際、本校職員を先

頭に『おみやげ(食味調査用)』の確保にも

余念がありません､､､大変おいしゅうござ

いました。

また、豊橋市石

巻地区の柿農家で

は、学生を引率し

ていただいたバス

の運転手さんの意

外な一面が学生を

驚かせました。待

ち時間、やさしい

柿農家から柿とナ

イフを渡された運

転手さんがプロ顔

負けのナイフ捌き

を披露。以前は調

理師で果物好きな

んだとか。柿農家

の語る産地と若手

への熱い思いを聞

きつつ、販路の先

の人に思いをはせ

る貴重な時間とな

りました。

［視察ほ場への移動風景］

（農学科 長崎 晋作）

[運転手さんにも園主さん
からお裾分け、まさかの

元調理師さん､､､]

畜産課程学生が校外学習に行きました

（酪農専攻、養豚・養鶏専攻）

12月２日(水)に、農学科畜産課程の２年

生23名（酪農専攻12名、養豚・養鶏専攻11

名）が校外学習として長久手市にある農業

総合試験場と名古屋市農業センター（でら

ファーム）に出かけました。

コロナ感染症の影響で、今回の校外学習

も開催が危ぶまれましたが、両施設におい

ては快く受け入れていただきました。

農業総合試験場は、家畜防疫の観点から

研究所内の見学はできませんでしたが、試

験場の役割や業務概要、養牛研究室及び養

豚研究室における研究内容について、また、

家畜防疫体制について詳しく講義をしてい

ただきました。少し専門的で難しい箇所も

ありましたが、試験場で研究されている色

々な研究内容に興味を持って学ぶことがで

きたようです。防疫については、同じよう

に家畜を扱う仕事に携わる点から、その重

要性をしっかり理解して、厳重に管理され

ている施設を見学できなかったことを残念

に思う一方、「徹底している防疫体制に自

分たちの日頃の家畜飼養衛生管理に対する

甘さ、今後の対策の必要性」について学ぶ

ことができました。

［農業総合試験場での講義］

「名古屋市農業センター・でらファーム」

は名古屋市天白区にある農業公園で、都市

住民に農業のふれあい体験をしてもらうた

めの施設があり、実際に様々なものを園芸
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［ヤギとの触れ合い］

用温室や畜舎で生産しています。飼養頭数

規模は農大よりも少ないですが、展示も意

識した畜舎の他に、牛乳やジェラートの乳

加工施設、ヒヨコをかえすためのふ卵施設

があり、学生たちは普段の実習では目にす

ることがない施設・設備や鶏の品種展示を

熱心に見学していました。また、ホルスタ

イン種の子牛も数頭生まれていて、農大で

普段から見慣れている学生でも、やはり子

牛はどこでもかわいいようで、歓声を上げ

ながら触れ合う姿が印象的でした。

（農学科 西村 岳）

加 工 演 習

豆腐作りと味噌作りに挑戦（作物専攻）

作物専攻では大豆の栽培から加工までの

技術の習得を目的として、自分たちが栽培

した大豆を使って味噌作りと豆腐作りの加

工演習を行っています。11月27日(金)に作

物専攻の２年生８名が、大豆の加工技術を

学ぶため、講師から指導を受けながら味噌

作りと豆腐作りに挑戦しました。

豆腐作りでは煮た大豆から絞った豆乳に

ニガリを入れ、型に入れて重りをかけて成

形しました。その後、水の中で豆腐を取り

出しました。また、加工の過程で出たオカ

ラについてもサラダとハンバーグに調理し

ました。初めて大豆から豆腐を作った学生

からは「市販の豆腐よりも味が濃い。ボリ

ュームがある」という声が聞かれました。

［

［豆腐を作っている様子］

味噌作りでは、大豆を圧力鍋で煮た後、

タライの中に入れてつぶし、それに米麹と

豆麹、天塩を混ぜたものをボール状にして

殺菌した容器に隙間ができないように投げ

込んでいきました。そして、冷暗所に１年

間保存します。仕込んだ味噌は翌年度の農

大祭で五平餅用の味噌作りに使用していま

す。１年後どのような味噌になっているか

楽しみです。

［味噌作りに挑戦する学生の様子］

また、今年は五平餅作りも行いました。

味噌から手作りした五平餅の美味しさは格

別で、学生も喜んで食べていました。来年

はコロナウイルスが落ち着いて、農大祭で

五平餅を販売できることを願っています。

（農学科 古川 恵）
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冬野菜の加工演習（露地野菜専攻）

露地野菜専攻では野菜の利用方法を学ぶ

ため、自分たちが栽培した野菜を使った加

工演習を年３回行っています。11月26日

(木)に露地野菜専攻の２年生15名が、第３

回目の加工演習を行いました。

ダイコンを利用した加工として、切り干

し大根を作りました。ダイコンを洗った後、

５ mm 幅にダイコンを細く切ったものを
水にさらしてから乾燥するものと水にさら

さず乾燥させるものを作り、どちらが良い

切り干し大根になるか比較試験しました。

［切り干し大根］

また、キャベツでは、ザワークラフト風

の即席の漬物や昼食としてお好み焼きを作

りました。

サツマイモはデザートとしてスィートポ

テト作りに挑戦しました。材料を選ぶにあ

たり、専攻生が「安納芋」より風味がある

と評価したサツマイモ品種「紅はるか」を

選定しました。オーブンで焼き芋にした後

に、中身をよく潰して、砂糖、卵、生クリ

ーム、バターを混ぜて練り上げ、バニラエ

ッセンスで風味を加えたものをくり抜いた

サツマイモの皮に船形に詰めて、再度オー

ブンで焼いて、仕上げました。学生は、口

々に「美味しい！！」という感想があちら

こちらで聞くことができました。今年は、

サツマイモ（安納芋、紅はるか）が沢山収

穫できましたので、冬の寒さに当たらない

ように冷蔵庫で保存し長期熟成することで

格別に美味しくなった芋を直売などで２月

頃まで販売する予定です。

（農学科 鬼頭 雅也）

「トマト」を使用した加工演習を実施

（施設野菜専攻）

施設野菜専攻では、12月10日(木)に料理

講師に山本先生を招き、農産加工演習を行

いました。演習には２年生全員が参加し、

専攻ハウスで収穫が始まったトマトを中心

に調理を行いました。

［加工演習の様子］

午前中は、トマトケチャップ、ミートソ

ース、ミネストローネ、キュウリの浅漬け

を作りました。ケチャップは裏ごしをして、

調味料を入れて弱火で煮詰めて作りまし

た。ケチャップを作るのは初めてであり、

簡単な手順でできる自家製ケチャップに学

生は興味を持っていました。トマト収穫直

後の完熟したトマトを使用したため、ミー

トソース、ミネストローネともにコクがあ

り、学生からはどの料理もおいしいと好評

でした。

午後は、ピザ・マルゲリータとトマトジ

ャムを作りました。ピザは生地を作るとこ

ろから調理を始め、午前中に作ったトマト

ケチャップを塗り、具材を乗せて焼き上げ

ました。トマトジャムには糖度の高いミニ

トマトを使用し、とても甘いトマトジャム

が出来上がりました。学生は先生のレシピ

と直接指導により、手早く、短時間で多く

のメニューができたことに感動していまし

た。学生は日頃からトマト栽培に携わって

いますが、トマトを加工することで様々な

おいしい料理に早変わりすることに驚いて

いました。学生は、実習で覚えた料理を年
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末に家に帰った際、家族に振る舞いたいと

意気込んでいました。

（農学科 小嶋 博樹）

農業者生涯教育研修

イチジクのアザミウマ対策などを

学びました

農業者生涯教育研修（生産高度化研修）

を11月30日(月)に愛知県果樹振興会との共

催で開催しました。

今回のテーマは「イチジクのアザミウマ

類対策及び消費拡大に向けて」と題し、県

内からイチジク生産者など60名が参加しま

した。

はじめに、農業総合試験場環境基盤部病

害虫研究室の石川博司主任専門員から説明

がありました。イチジクのアザミウマ類対

策として、農薬の果実への重点散布、静電

噴口の使用、また赤色ネットの設置試験の

結果、それぞれに有効性が報告されました。

[研修の様子]

次に同園芸研究部落葉果樹研究室の杉原

巧祐主任専門員から、イチジクの育種の取

組が報告されました。特徴のある果皮色や

高糖度果実など期待の持てるものが紹介さ

れました。

次に同企画普及部経営情報研究室の近藤

貴士主任研究員から、イチジクに対する消

費者の嗜好と購買意識について調査結果が

説明され、イチジクをよく食べる人には愛

知県が産地であるなど知られているが、さ

らなる消費拡大のためのＰＲや販売方法が

提案されました。

講演後に意見交換がされ、受講者からは、

イチジクに使える農薬についての質問や、

静電噴口の使用実感などの意見が出される

とともに、さらなる消費拡大には、健康に

良いことを強調しＰＲすることが必要など

が議論されました。また、研修後のアンケ

ート結果では、参加者の９割以上が参考に

なったと回答しており、「データが農薬散

布の参考になった」「消費者の嗜好を知る

ことができた」など好評で、有意義な研修

となりました。

（就農支援科 柴田 健）

ＧＡＰ研修を実施

12月９日(水)、西尾市吉良町で農業者生

涯教育研修のうちＧＡＰ研修を愛知県農業

水産局農業経営課との共催により開催し、

一般応募者及び愛知農業次世代リーダー塾

を含む25名の参加がありました。

この研修では、ＪＧＡＰの認証を取得し

ているトマト生産者 天野正巳 氏を訪ね、

認証取得までの準備、審査状況、取得後の

状況等について学ぶとともに、ＧＡＰを実

践している温室を見学させていただきまし

た。

[天野正巳氏による説明]

研修は、主に参加者が疑問に思っている
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ことに天野氏が答える形で進行し、ＧＡＰ

に取り組んだ効果や整理すべき事項が明ら

かとなりました。また、農業経営課から

ＧＡＰに取り組む意義について説明があり

ました。

終了後の受講者アンケートでは、取組の

実態が分かって良かった、本音を聞くこと

ができて良かった等の感想が多く寄せられ

ました。

（担い手支援科 杉浦 直樹）

トヨタ生産方式を学ぶ

（愛知農業次世代リーダー塾）

愛知農業次世代リーダー塾は、農業者が

営農しながら高度な経営ノウハウを学ぶ場

として、８月３日(月)に開講し、22名の受

講者を対象に翌年１月27日(水)まで12回の

講座を実施する予定で進めています。

11月13日(金)及び12月18日(金)に農業大

学校で、第７回、第８回の講座を開催し、

（株）経営技術研究所の代表取締役 藤井

春雄氏から「トヨタ生産方式に学ぶ農業の

生産性向上」について講義がありました。

［藤井春雄氏による講演］

この中で、経営の改善を進めるために、

気づく人になるための訓練が行われまし

た。また、人材づくり、５Ｓ（整理、整頓、

清掃、清潔、躾）、ホウレンソウ（報告、

連絡、相談）の重要性について分かりやす

く解説していただきました。さらに、実際

にイチゴパッキングセンター、カントリー

エレベーター、水稲・露地野菜大規模農園

等において実践された改善事例の紹介があ

りました。

終了後の受講者アンケートによると、講

座内容を経営改善に役立てたいとの感想が

多く、好評でした。

（担い手支援科 杉浦 直樹）

県民公開講座

「果樹剪定の基本」を開催！

「家庭で栽培する果樹剪定の基本」をテ

ーマに、一般県民の方々を対象とした公開

講座を12月11日(金)に開催し、50名の参加

がありました。

講師は、元農業大学校教育部農学科職員

で、現在は愛知経済連の技術主管で、県下

の果樹農家を指導しておられる都築壽男氏

にお願いしました。

講義では、家庭果樹の苗木の選び方、剪

定の方法について、絵を描きながら講話い

ただきました。美味しい果実をならせるに

は、光を当てることが大事であり、光の当

たる面積を増やすために剪定をしていくこ

とが説明されました。

模範実技では、カキを中心に、講義で説

明した剪定ポイントを実演しながら復習し

ました。残す枝の決め方、剪定のコツなど

をウメの剪定でも実施し、丁寧に御指導い

ただきました。

［剪定のポイントを説明する講師］
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研修後に実施したアンケートから、90％

以上の参加者が参考になったと評価があ

り、「具体的な内容で、分かりやすい説明

で良かった」「もっと長い時間やってほし

かった」等の声があり、大変好評でした。

（就農支援科 河野 真砂子）

農福連携支援研修の閉講式を開催

12月7日(月)に農福連携支援研修の閉講

式を実施し、研修生17名が修了しました。

農福連携支援研修は、福祉事業所職員が施

設の栽培ほ場で運営するために必要な基礎

知識や技術を修得することを目的として実

施しました。また、農家へ出向く施設外就

労に向けて、農作業を行う作業者へ的確に

作業方法が伝えられる手法を身につけるよ

う、農業の実際と指導方法について学びま

した。研修期間は６月22日(月)から12月７

日(月)までで、講義と実習を14日間、視察

研修会を１回行いました。

[収穫作業を学ぶ様子]

閉講式後、意見交換会を開催し、研修生

一人一人が半年間の研修を振り返って、感

じたこと、抱負、農大への要望等を発表し

ました。その後、職員、ほ場講師から、新

型コロナ感染防止対策のため開始延期に対

するお詫びや、長雨での作業、夏場の高温

時での頑張りに対して感心したことなどが

語られました。研修生は、学んだことを、

福祉施設に還元していきたいとの抱負が多

く聞かれ、野菜栽培の基礎を実習、講義で

学べたことは良かったとの意見も多く出さ

れました。

［閉講式での校長の式辞］

農大では、次年度も農福連携支援研修を

実施します。そのため、研修生、ほ場講師

から出された意見や要望を踏まえて、野菜

栽培技術の修得研修を実施し、福祉関係の

講義内容を増やす計画です。

（就農支援科 河野 真砂子）
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農大からのお知らせ

◇新型コロナウイルス感染防止の

ためのお願い◇

校内における新型コロナウイルス感染防

止の徹底を図るため、３つの密を避け、マ

スクの着用、手洗い・手指消毒を励行する

など、学生や研修生、職員への感染防止対

策に取り組んでいます。来校される皆様の

御理解と御協力をお願いします。

なお、行事等については、新型コロナウ

イルス感染症の状況により、延期もしくは

中止となる場合があります。その際は、農

業大学校ホームページ等でお知らせしま

す。

◇令和３年度入学者選抜試験◇

一般入学二次試験

・募集専攻及び募集人員

園芸農産課程

鉢物・緑花木専攻 若干名

切花専攻 若干名

畜産課程

養豚・養鶏専攻 若干名

・出願期間：令和３年１月12日(火)から

令和３年１月27日(水)まで

・入学願書

入学願書の「希望課程専攻名」について

は、第１希望から第３希望の欄に○○課

程△△専攻と記載し、他の専攻を記載し

た願書は無効となりますので、注意して

ください。その他、出願手続き等詳細に

ついては「令和３年度入学生 愛知県立

農業大学校農学科一般入学学生募集要

項」に従い出願してください。

・試 験 日：令和３年２月12日(金)

・合格発表：令和３年２月25日(木)

・試験科目：数学Ⅰ、小論文（800字以内）

面接試験

・受験会場：農業大学校

詳細については、本校ホームページを御

覧ください。

・問合せ先：学務科（近藤）0564-51-1602

◇令和２年度 経営管理研修◇

-パソコン農業簿記活用（財務諸表の活用）-

農業簿記の基礎知識のある方が、パソコ

ンを活用した最新農業簿記ソフトの利用方

法について学び、農業経営の向上に役立て

ます。

・開催日時：令和３年１月28日(木)

午後１時から４時30分まで

・開催場所：農業大学校

・対 象 者

農業簿記の記帳経験があり、パソコンの

基本操作ができる、また、できれば、売

り立て書、発注書等が持参できる方。

・定 員：農業者10名

・研修内容

講義・実習

「パソコン農業簿記の活用方法」、「仕

訳の入力」、「記帳結果の確認」、「減

価償却」、「棚卸」、「決算書」

・参 加 費：無料

・申込方法

御住所を管轄する農林水産事務所農業改

良普及課にお申込みいただくか、往復は

がきで、愛知県立農業大学校までお申込

みください。

※詳細は、本校ホームページを御覧くださ

い。

・問合せ先：担い手支援科（福井）

0564-51-1034
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◇生産物実習販売ごよみ◇

令和３年１月の生産物実習販売について

お知らせします。

・販売日：１月６日、13日、20日、27日

（祝日を除く毎週水曜日です。）

・時 間：午後３時から

・場 所：農業大学校体育館他

※なお、袋入り堆肥は、第２機械庫前で

販売します。（毎月第２水曜日）

・問合せ先：農学科(山本) 0564-51-1673

校内で家畜伝染病防疫対策実施中

農大では、鳥インフルエンザや豚熱

など、家畜伝染病防疫対策を以下のと

おり実施中です。来校される皆様の御

理解と御協力をお願いします。

○畜舎のある衛生管理区域への関係

者以外の立入禁止

○農大内の主要な通行ポイントに消

毒用の消石灰を散布

○関係車両等の消毒の徹底

（車両消毒槽、動力噴霧器）

○その他、諸防疫対策を実施

◇農業大学校の公式 SNS の

アカウントを開設 !! ◇

農業大学校の公式 SNS として Twitter、
Instagram のアカウントを開設しました。
ユーザーネームは「aichinoudai」です。
学校行事や専攻学習・実習販売の情報

等、日々の活動を投稿していきますので、

是非御覧ください。

・問合せ先：農学科（古川）0564-51-1673


